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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績を踏まえ、平成２０年 1 月３１日に公表した平成２０年１２月期中間・通期（連結および個別）

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１． 平成２０年１２月期連結中間業績予想数値の修正（平成２０年１月１日～平成２０年６月３０日） 

                                 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

中間純利益 
前回発表予想（Ａ）    46,000 △200 △300 △300 △2 円 25 銭

今回修正予想（Ｂ）    43,512 △322 △331 △276 △2 円 08 銭

増減額   （Ｂ－Ａ）     △2,488 △122 △31 24 0円17銭

増減率   （％）   △5.4 － － － －

前年同期実績 

（平成１９年１２月期中間） 
47,299 △459 △352 △363 △2 円 72 銭

 

２． 平成２０年１２月期連結通期業績予想数値の修正（平成２０年１月１日～平成２０年１２月３１日） 

                                 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益 
前回発表予想（Ａ）    104,000 2,200 2,100 900 6 円 76 銭

今回修正予想（Ｂ）    98,000 1,600 1,500 1,200 9 円 01 銭

増減額   （Ｂ－Ａ）     △6,000 △600 △600 300 2円25銭

増減率   （％） △5.8 △27.3 △28.6 33.3 33.3

前期実績 

（平成１９年１２月期） 
103,329 801 896 483 3 円 63 銭

 

 



３． 平成２０年１２月期個別中間業績予想数値の修正（平成２０年１月１日～平成２０年６月３０日） 

                                 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

中間純利益 
前回発表予想（Ａ）    41,000 △400 △300 △200 △1 円 50 銭

今回修正予想（Ｂ）    39,004 △359 △213   △74 △0 円 56 銭

増減額   （Ｂ－Ａ）     △1,996 41 87 126 0円94銭

増減率   （％） △4.9 － － － －

前年同期実績 

（平成１９年１２月期中間） 
43,339 △638 △369 △334 △2 円 51 銭

 

４． 平成２０年１２月期個別通期業績予想数値の修正（平成２０年１月１日～平成２０年１２月３１日） 

                                 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益 
前回発表予想（Ａ）    93,000 1,800 1,900 900 6 円 75 銭

今回修正予想（Ｂ）    86,000 1,300 1,300 1,300 9 円 76 銭

増減額   （Ｂ－Ａ）     △7,000 △500 △600 400 3円01銭

増減率   （％） △7.5 △27.8 △31.6 44.4 44.6

前期実績 

（平成１９年１２月期） 
94,888 443 614 361 2 円 71 銭

 

５． 修正の理由 

＜中間期の業績＞ 

当中間期の連結および個別業績の売上高は、ワインが前年を上回り好調に推移するものの、折

からの景気減速にともなう個人消費の冷え込みの影響を受け、当初予想を下回る見込みです。  

営業利益、経常利益につきましては、原価および販売管理費の低減に努めましたが、売上高の

減少および原材料の高騰により、当初予想を下回る見込みです。 

 

＜通期の業績＞ 

通期の連結および個別業績の売上高は、ワインの販売活動をキリンビール㈱、キリンマーチャン

ダイジング㈱と協働することにより前年を上回るものの、景気の先行きが不透明な状況のもと、個

人消費の伸びも懸念される市場環境を受け、当初予想を下回る見込みです。  

営業利益、経常利益につきましては、原価および販売管理費の低減に努めますが、売上高の減

少および原材料の高騰により、当初予想を下回る見込みです。  

当期純利益は、資産の売却等により特別利益が増加し、当初予想を 3 億円上回る 12 億円となる

見込みです。 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

                                   以上 


